
 

 

Phonak Insight 

フォナックがお届けする充電式補聴器 
私たちは日常的に、携帯電話・電動歯ブラシ・ノートパソコン・タブレットといった数えきれないほど多くの充電式

製品に頼っています。機器がすぐに作動するよう毎日充電することは、私たちの日課の一部となっています。しかし

ながら、充電式機器がこれだけ多くあるにもかかわらず、補聴器業界においては、未だに充電式電池が主流の電源に

はなっていません。フォナック オーデオ B-R（以下、オーデオ B-R）は、リチウムイオン電池を用いた革新的な充電式

電池テクノロジーを使用し、聞こえを阻害することなく 24 時間＊連続使用することができるフォナック初の充電式補

聴器です。 
 

＊フル充電でワイヤレス機能を 80分まで使用した場合の最大時間 

 

背景 

 

私たち消費者は何も考えることなく、日常的に充電式

電池を利用しています。しかし、対象が補聴器となる

と、利用可能な充電式電池があるにもかかわらず、こ

のテクノロジーは一般的に補聴器には使用されていま

せん。1939 年、アメリカ合衆国の Grant Wheat が補聴

器用蓄電池を詳述し、特許を取得しました。この特許

によると、非常に高い信頼性がある上で、長い電池寿

命を提供することも可能で、且つ補聴器の電池が小さ

くなければならないと述べられています。また、充電

することが容易で、誤って落としても丈夫でなければ

なりません。 

 

充電式補聴器に対する消費者の期待や要望は、過去 75

年間それほど変わっていません。同様の本質的原理や

特徴は、充電式電池を使用する場合の現代の補聴器に

対しても重要です。機器は充電や操作が容易である一

方で、平均装用時間を上回る電池寿命を提供できなけ

ればなりません。そして、ダウンタイム1を最小限に抑

えながらも最大限に効果を提供するために、高いレベ

ルの信頼性と耐久性を持ち合わせる必要もあります。

43 年後、初の充電式補聴器用の電池が開発されました。

この電池はサイズが大きく、耳かけ型補聴器にのみ使

用できるものでした。そして、長時間の充電にもかか

わらず、長時間使用することができませんでした。電

池は持っても 5～6 時間だったので、補聴器装用者が平

均的に必要とする 10～11 時間に適切とは言えませんで

した。 

 

この充電式電池の成功は非常に制限されたものでした。

亜鉛空気電池は、電池シールを剥がさなければならな 

                                                           
1
 システムなどが停止している時間 
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かったり、シールを剥がした電池を入れるのに手こず

ってしまったり、さらには、電池が無くなった際に交

換できるよう、替えの電池を所持しておかなければな

らなかったりと面倒でも行わなければなりませんでし

た。ワイヤレス補聴器の導入より、以前であれば最大

で 2 週間は使用できた亜鉛空気電池が、今では、聴力

レベル、使用する周波数、ワイヤレスアクセサリーの

使用によって使用可能時間が 1 週間くらいに短くなり

ました。この実状を踏まえ、1 回の充電で、1 日中使用

することが可能な充電式補聴器または充電式電池への

要望が強くなりました。 

 

HIA (Hearing Industries Association) が発表した 2015年の

MarkeTrak IX によると、補聴器を使用しない人が補聴器

を買いたいと思う特徴のトップ 10 のうち、2 位と 4 位

に入ったのが“充電できる補聴器”と“充電式電池が

使用できる補聴器”であったと示されました。充電式

補聴器の電池テクノロジーは顕著に進歩しています。

これまでの補聴器に搭載されている充電式電池はニッ

ケルで作られたものが多く、電池サイズによって電池

寿命が変わります。 

これらの電池が市場に浸透しきれていない理由は次の

とおりです： 

 メディアストリーミング端末によるワイヤレス

補講器テクノロジーの要求を満たすことが出来

ないため 

 電池の充電器を取り扱うのが困難なため 

 適切な場所に置かなければ充電できないため 

 充電時間が長いため 

 電池寿命が短いため 

 

理想的な充電式補聴器に必要となる項目： 

 長年の使用でも劣化せず大容量である 

 小型である 

 軽量である 

充電式補聴器電池の解決策 

 

今日の市場において、利用可能な補聴器専用の充電式

電池は 3種類あります。 

 

ニッケル水素電池 (Ni-MH) 

ニッケル水素電池は、初めて市場に普及した充電式電

池でした。しかしながら、この電池ではメディアスト

リーミング端末の使用を含め、1 日 10～11 時間の使用

にも対応することができないので、十分な電池寿命を

提供することができません。その他にも、ニッケル水

素電池の場合、電池の全体容量が減少してしまい、電

池を交換するまでに行う充電回数に制限があることで

す。繰り返し充電することで、装用者が使用できない

レベルまで容量は減少していくので、1～2 年で充電池

自体を交換しなければなりません。また、容量が減少

すると補聴器の性能にも影響を及ぼします。フル充電

するのに最大 6 時間を要するので、電池がない状態と

なれば、装用者は不便を感じることになります。 

 

銀亜鉛電池 (Ag-Zn) 

銀亜鉛電池は、補聴器業界に最近導入された異なる充

電式電池テクノロジーです。この電池は、ニッケル水

素電池よりも大きい容量と大きいエネルギー密度で作

動するため、電池寿命がより長くなります。フル充電

に到達する充電時間は 6 時間で、電池寿命は 1 年です。

これは、銀亜鉛電池を使用すると、毎年電池交換をし

なければならないことを意味します。銀亜鉛電池の電

圧は補聴器には高すぎて、高電圧を処理できるよう特

別に設計された補聴器を使用しなければなりません。 

方法の 1 つは、補聴器の電子回路に影響させることな

く容量を減少させる電圧調節機器をバッテリーホルダ

ーに取り付けるという方法です。銀亜鉛電池の普及と、

それを採用している補聴器の市場浸透率の向上は、と

ても深く関連しています。 
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リチウムイオン電池 

補聴器用電池として最近導入された第 3 の充電式電池

がリチウムイオン電池です。これは、全ての充電式電

池の中で最も軽量で、スマートフォン・カメラ・作業

工具・車など、非常に多くの充電可能な製品に使用さ

れています。リチウムイオン電池は、今日の市場にお

いて、最も短い充電時間と最も長い電池寿命を提供し

ます。リチウムイオン電池の容量は、繰り返し行う短

時間の充電によって減少することなく、電池を消耗し

て聞き取りの効果を低下させてしまう心配もありませ

ん。リチウムイオン電池を使用した機器は、電池容量

および電池寿命に関するリスクがなく、短時間での充

電と長時間の使用が可能です。また、リチウムイオン

電池テクノロジーは、多くの日常的な機器に使用され

ているので、さまざまな分野で利用することも可能で

す。銀亜鉛電池と同様に、リチウムイオン電池の高電

圧と高容量も補聴器の使用を制限しますが、補聴器で

の使用に特化して適応するようになっています。今日

の市場において、利用可能な充電式電池を比較したも

のを表 1にて確認できます。 

 
ニッケル 
水素電池 
(Ni-MH) 

銀亜鉛 
電池 

(Ag-Zn) 

リチウムイオン

電池 
(Li-ion) 

電圧 
( V ) 

1.2 1.6 3.6 

電池容量 
( mAh ) 

30 40 42 

充電時間 
( h ) 

5 6 3 

充電回数 
（回） 

500 400 1500 

電池寿命 
（年） 

1 1 4 

自然放電 
( 1ヶ月 ) 

20%未満 2.5%未満 1-2% 

表 1:  PR48 (13) のニッケル水素電池、銀亜鉛電池、リチウム 

イオン電池における比較（2016年 12月 現在） 

フォナック 充電式補聴器とリチウムイオン電池 

 

リチウムイオン電池は高電圧で高容量が理由で、補聴

器の電子回路を破壊する可能性があるため、補聴器用

の充電式電池として考えられませんでした。フォナッ

クテクノロジーによる大発見により、ビロングプラッ

トフォームをベースにしながら、補聴器の電池に内蔵

型リチウムイオン電池を使用した初の充電式補聴器 オ

ーデオ B-R が誕生しました（図 2）。この補聴器は、

前述した理想的な充電式補聴器の要件を満たしていま

す： 

(1) 長年の使用でも劣化せずに大容量   (2) 小型  (3) 軽量 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：補聴器の電池に内蔵型リチウムイオン電池を使用した、

フォナック初の充電式補聴器“オーデオ B-R” 

 

フォナックの充電式補聴器は、内蔵型リチウムイオン

電池を採用することで、24 時間＊連続使用が可能です。

リチウムイオン電池による短時間充電により、完全に

電池を使い切ってもわずか 3 時間でフル充電すること

ができ、その上、長期間の使用による電池の劣化の心

配もありません。装用者が忙しくて時間のない場合で

も、30 分充電するだけで、少なくとも 6 時間は使用で

きるようになります。 

充電 時間 
0% → 100% 3時間 
0% → 80% 1.5時間 
30分間使用できる充電時間 10分 

表 2：オーデオ B-Rの充電時間 
 

＊フル充電でワイヤレス機能を 80分まで使用した場合の最大時間 
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フォナックの内部調査で、ベンチャープラットフォー

ムを使用したプレミアムクラスの通信機能付き補聴器

が、1 日で平均 10～11 時間もしくはそれ以上使用され

ていることが分かりました。これは、1日が終わるまで

ずっと装用者は補聴器を使用している、言い換えると、

補聴器の電池を必要としている状態であることを意味

します。充電解決策として、リチウムイオン電池を使

用することで、聞こえに関する性能の低下や長期間の

使用による電池の劣化を心配することなく、ワイヤレ

ス通信を含んだ、継続的な 1 日の聞こえを楽しむこと

ができます。これまで他の充電解決策では制限され、

満足することができなかったような人には、より実現

可能な解決策になります。 

 

リチウムイオン電池の予測寿命は 4 年なので、補聴器

のハウジング内部に電池を内蔵するのは理にかなって

います。これにより、補聴器の耐久性を上げ、電池接

触部の腐食を減らすことができます。補聴器の充電に

使用されるチタン製の充電接触部は生体適合性も高く、

短時間充電と腐食に対する耐久性をサポートします。

内蔵型電池の明確な利点は、取り扱いが簡単であると

いうことです。バッテリホルダーがないので、装用者

はバッテリーホルダーを開けて、電池を交換しなくて

も良いのです。その代わりに、充電器に補聴器を直接

セットすることで自動的に充電されます。簡単で効果

的に使用できるように、タイプの異なる充電器をご用

意しました。補聴器の充電は“チャージャーケース”

と“ミニチャージャー”の 2 種類です。チャージャー

ケースは標準で付属されるハードケースに似ています。 

 

このコンパクトでスタイリッシュなチャージャーケー

スは、補聴器を保護するだけでなく、この中で充電と

乾燥までを行います。いつでも充電することが可能な、

チャージャーケースに取り付けて使用する充電パック

“パワーパック”を使用すると、フォナックの充電式

補聴器を 7 回フル充電することが可能です。これは、

アクティブな装用者が電池が無くなった際でも、電池

の心配をしなくても良いことを意味します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3：チャージャーケースにセットされたオーデオ B-R 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4：オーデオ B-R用チャージャーケースとパワーパック 

 

ミニチャージャーは、職場のデスクやベッド脇のサイ

ドテーブルのちょっとした空間に、または 2 つ目の充

電器を持ちたい装用者にぴったりの小さい充電器です。

チャージャーケースもミニチャージャーも補聴器を 3

時間でフル充電にすることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5：ミニチャージャーにセットされたオーデオ B-R 
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まとめ 

 

複数のアンケートで、充電式補聴器に対する消費者の

期待や要望が明確に定義付けられました。内蔵型リチ

ウムイオン電池を搭載したフォナックの充電式補聴器

は、次の 3 つの利点で彼らの期待を満たします：(1) メ

ディアストリーミング端末を使用しても電池が 1 日持

つこと (2) 完全に使い切った電池でも素早く 3時間でフ

ル充電できること (3) 内蔵型電池による耐久性の増加と

取り扱いの容易さで有用性が改善すること。 

 

フォナックの充電式補聴器により、電池交換の困難さ

や不便さは今や過去のものとなります。進化したフォ

ナックのテクノロジーと融合したオーデオ B-R は、24

時間連続使用し、聞こえを途切れさせない、リチウム

イオン電池テクノロジーを使用した、フォナック初の

充電式補聴器です。 
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